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　今年の大会では、なかな

か思うような演技ができてい

ない中野さん。悔しい思いは

しつつも「前向きに練習して

いる」のがさすがだ。	

　日本一を決めるこの大会

に応援に来てみると、所属

の星稜大学の監督さんから

「いい感じで練習できてます

よ」と教えていただいた。そし

て予選が始まって、中野さん

はのびのびと空中へ。第一

演技ではうーん、という表情

で台を降りたが、第２電技で

は10種目の技を軽やかに跳

んでホッとした表情。順位は

6位。無事24位までの準決

勝に進んだ。	

日本一を決める大会の場で、	
練習の成果を発揮したい！	

●トランポリン競技●大会パンフレットより	
	
＜予選＞10種目の異なる技で構成された第1自由演技と第2自由演技の合計得点により8名が決勝に進
出。第1自由演技は、難度点を計上する種目（4つの指定種目）を含み10種。第2自由演技は予備ジャンプ
（垂直ジャンプで序々に高さを上げ、１種目めを行ってから連続で10種目を行い、最後に着地を止めて終
了。難度点合計。技を連続できなかったときや、ベッド以外に身体がhれたり、ベッド以外に落下した場合
は中断となり演技終了となる	
＜準決勝・決勝＞準決勝・決勝進出者はそれまでの持ち点０点で再度第2自由演技を行い、最終順位を
決定する	
	
	
	

第2演技を終えた中野さん、	
「今日はのびのびと跳べました」。	



●トランポリンの見どころ●	
演技点は、姿勢・こなし・移動・安定感を採点。難度点は、それぞれの種目の回転数・捻
り・姿勢などによって算出。	
跳躍時間点は、跳躍時間測定機を使用して1秒1点としてそのまま得点に反映。	
	
見所は：演技①安定した高さ②フォームの美しさ③移動（トラベリング）しない安定さ、の観
点。トランポリンの醍醐味である高さを上げれば、逆にバランスが乱れる。また、自由演技
では難度点が加算されるため、より高難度のワザにチャレンジするほど不安定になる。	

　準決勝は翌日に行われた。	

待機中の中野さんはいつも

の大会と同じように、他の選

手の演技を見ることなく自分

に集中している。次の順番と

いうところですくっと立って、

台へ向かう。軽やかに、キ

リッと跳躍を始めて、空中を

泳ぐように技を繰り出してい

く。が、終了間際に着地して

はいけない部分に乗っかっ

てしまった。一瞬、あ、と息を

のみ、でもすぐに審判に姿

勢を正して台を降りる中野さ

ん・・。	

　監督さんにお話を聞くと、

決勝に進む演技だったのに、

10技めでなぜかふっと横に

ずれてしまったとのこと。	

　「応援に来てくれたのにす

みません」と声を掛けてくれ

た中野さんの目は涙で赤

かったが、「また頑張ります」

と燃えてもいるよう。その気

持ちに、こちらももらい泣き。　

トップ選手ならではの不調期

かもしれないが、中野さんな

ら必ず乗り越える。これから

もチャレンジを続ける中野さ

んを、応援しています！	

準決勝の最後に悔しい失敗。	
でも「また頑張ります！」とチャレンジは続く	

リズムよく跳んでいた
が、最終技の前に着
地に失敗・・。	
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